
 

 

 

 
高浜発電所４号機 第２２回定期検査の概要 

 
１．主要工事等 
 
（１）高エネルギーアーク損傷対策工事       （図－１参照） 

国内外の原子力発電所の電気設備で高エネルギーアーク損傷が発
生していることを踏まえ、原子力規制委員会によるバックフィット
（新たな規制基準の既存の施設等への適用）として保安電源設備に係
る技術基準規則等が一部改正（２０１７年８月）されたことから、重
要安全施設への電力供給に係る電気盤について、遮断器の遮断時間の
変更やインターロックの追加を行います。 

 
（２）格納容器サンプ水位計取替工事      （図－２参照） 
   格納容器サンプに設置している浮力式水位計が製造中止となった

ことから、今後の保守性を考慮し、差圧式水位計へ取り替えます。 
 
 
２．設備の保全対策  

 
２次系配管の点検等               （図－３参照） 

   当社の定めた「２次系配管肉厚の管理指針」に基づき、２次系配管
６７６箇所について超音波検査（肉厚測定）を実施します。 

   また、過去の点検において減肉傾向が確認された部位３５箇所、配
管取替時の作業性を考慮した部位３９箇所、今後の保守性を考慮した
部位２０箇所、合計９４箇所を耐食性に優れたステンレス鋼もしくは
低合金鋼の配管に取り替えます。 

 
 
３．燃料集合体の取り替え 

 
燃料集合体全数１５７体のうち６５体（うち、５６体は新燃料集合

体）を取り替える予定です。 
 
 
４．今後の予定 

 
   原子炉起動、臨界：２０１９年１２月中旬 
   調 整 運 転 開 始：２０１９年１２月中旬 
   本 格 運 転 再 開：２０２０年 １月上旬 
    

なお、定期検査の作業工程については、別紙を参照下さい。 
 

以 上 
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高浜発電所４号機 第２２回定期検査の作業工程

２０１９年９月１８日から以下の作業工程で実施します。

２０１９年９月 ２０１９年１１月２０１９年１０月 ２０１９年１２月

主

要

工

程

１次冷却材
系統降温

原子炉容器開放 燃料取出

１次系ポンプ弁点検

高エネルギーアーク損傷対策工事

燃料装荷

原子炉容器組立

起動試験

起動前弁点検

起動試験

出力上昇試験

並列
(12月中旬予定)

総合負荷性能検査
(1月上旬予定)

格納容器サンプ水位伝送器取替工事

：主要作業予定

：その他作業予定

解列
９月１８日(予定)

１次冷却材系統
漏えい検査

２０２０年１月

原子炉格納容器
漏えい率検査

A、B、C－蒸気発生器伝熱管渦流深傷検査
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図－１ 高エネルギーアーク損傷対策工事

工事概要

国内外の原子力発電所の電気設備で高エネルギーアーク損傷が発生していることを踏まえ、原子
力規制委員会によるバックフィット（新たな規制基準の既存の施設等への適用）として保安電源設備
に係る技術基準規則等が一部改正（２０１７年８月）されたことから、重要安全施設への電力供給に
係る電気盤について、遮断器の遮断時間の変更やインターロックの追加を行う。

工事概要図

起動
変圧器
※

※安全系は、通常、起動変圧器から受電
しているが、所内変圧器から受電する場
合があるため対策を実施
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図－２ 格納容器サンプ水位計取替工事

工事概要

格納容器サンプに設置している浮力式水位計が製造中止となったことから、今後の保守性を
考慮し、差圧式水位計へ取り替える。

格納容器サンプに設置している水位計を浮力式から差圧式へ変更する。

工事概要図

＜取替前＞ ＜取替後＞

差圧式水位計

原子炉格納容器

主給水
（主給水ポンプから）

主蒸気
（タービンへ）

原子炉容器

1次冷却材
ポンプ

蒸
気
発
生
器

格納容器サンプ（水位計設置場所）

液面

ダイヤフラム
（大気開放）

ダイヤフラム

【浮力式水位計】
フロートの浮力により液面水位を検出する。

【差圧式水位計】
ダイヤフラムにかかる水圧により液面水位を検出する。

フロート

液面

加
圧
器

浮力式水位計
（製造中止）

凝縮水など

水中
ポンプ

液体廃棄物処理系
に移送

水中
ポンプ

液体廃棄物処理系
に移送

格納容器サンプ：格納容器内の凝縮水などの床ドレンが溜まる。通常運転中の水位は５０％から８５％であり、
水位が８５％になれば水中ポンプで液体廃棄物処理系へ移送する。

再循環
サンプ

凝縮水など



The Kansai Electric Power Co., 

Inc.

図－３ ２次系配管の点検等

工事概要

今定期検査において、６７６箇所について超音波検査（肉厚測定）を実施する。

取替範囲概略図

「２次系配管肉厚の管理指針」
の点検対象部位

今回点検実施部位

主要点検部位 １，７０４ ２８９
その他部位 １，１０７ ３８７
合計 ２，８１１ ６７６

○２次系配管肉厚の管理指針に基づく超音波検査（肉厚測定）部位

系統別概要図

【凡例】

：主蒸気系統

：給水系統

：抽気系統

：復水系統

：ドレン系統

：主な配管取替箇所

【取替理由】

①過去の点検で減肉傾向が確認されてい
るため計画的に取り替える箇所 （３５箇所）
・必要最小厚さとなるまでの期間が
１０年未満の箇所
炭素鋼 ⇒ ステンレス鋼 ３箇所
・必要最小厚さとなるまでの期間が
１０年以上の箇所
炭素鋼 ⇒ ステンレス鋼 ３２箇所

②配管取替時の作業性※１を考慮して取り替える
箇所 （３９箇所）
炭素鋼 ⇒ ステンレス鋼 ３９箇所

③今後の保守性※２を考慮して取り替える
箇所 （２０箇所）
炭素鋼 ⇒ ステンレス鋼 １箇所
炭素鋼 ⇒ 低合金鋼 １９箇所

［合計 ９４箇所］

過去の点検において減肉傾向が確認された部位３５箇所、配管取替え時の作業性を考慮した部位３９箇所、

今後の保守性を考慮した部位２０箇所、合計９４箇所を耐食性に優れたステンレス鋼もしくは低合金鋼の

配管に取り替える。

※１：配管取替時に近傍の配管も一緒に取替えた方が
作業をし易いために取替えを実施

※２：狭隘部で肉厚測定がしづらい配管について取替え

を実施

①②

グランド
蒸気復水器

給水ポンプ
給水ブースタポンプ

脱気器タンク

低圧給水

加熱器

脱気器

高圧給水

加熱器

蒸気発生器

復水器

高圧タービン

発電機

Ｇ

復水ポンプ

復水ブースタ
ポンプ

復水処理装置
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低圧ﾄﾞﾚﾝﾀﾝｸ

湿分分離加熱器

湿分分離加熱器
ﾄﾞﾚﾝﾀﾝｸ

低圧ドレンポンプ

湿分分離加熱器

ﾄﾞﾚﾝﾎﾟﾝﾌﾟ

脱気器へ

①②

①②

低圧タービン

低圧タービンより

③ ③

①②

③ 復水器へ

①②

③

①②

①②

２段湿分分離加熱器

ﾄﾞﾚﾝﾀﾝｸより

湿分分離

加熱器より
①②




